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た
。

こ

れ

は

西
洋
心
理

学
と

東
洋
的
霊

性
を
創

造
的
に

融
合
し

た
も
の

で

あ
る

。

そ

し
て
一

九
九
〇

年
代
に

入
り

、

深

層
心
理

学
と

仏
教
の

対
話
が

再
び

活
発
に

な
る

の

で

あ
る

。
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未
我
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我
↓

自
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↓
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自
）

我

　

　
フ

ロ

イ

ト
、

マ

ズ
ロ

　
　
　
　
　
ー
、

ゴ

ー

ル

ド
シ

ュ

タ

イ

ン

　
　
　
　
　

未
意

識
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意
識
↓
無

意
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入
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意
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普
遍
的
無
意

　
　
　
　
　

識
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集
合
的
無
意
識
V
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ユ

ン

グ

○

仏
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自

我
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執
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↓
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我
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仏
教
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
浄
土
真
宗
】

　
・

仏
教
心

理
学
・

唯

識
の

心

理
学
　
・

浄
土
心
理

学
（
真
宗
心
理

学）

　
・

仏

教
ビ

ハ

ー
ラ

　
　
　
　
　
　

　
・

真
宗
ビ

ハ

ー
ラ

　
・

仏

教
カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

　
　
　
　
・

真
宗
カ

ウ

ン

セ

リ
ン

グ

O
仏
教
（
仏

道）

　
・

転
迷
開

悟
頃

迷
い

を

転
じ
で

悟
り
を

開
く

　
　
解
脱
　
成
仏
　
涅

槃
　
滅
度

　
生

死
を

超
え
る

　
「

煩
悩
即

菩
提
」

　
　
「

生

死

即
涅

槃
」

○

浄
土

真
宗
の

教
え

　
・

阿
弥

陀
如
来
の

本
願
を

信
じ
念
仏
を

称
え

れ

ば
、

現
生
に

正

定
聚
に

　
　
住
し、

浄
土
へ

往
生
し

て

仏
に

な
る

。

後
生
の
］

大

事
。

　
「

能
発
一

念
喜
愛

心
　
不
断

煩
悩
即
涅
槃
比

「

惑
染
凡
夫
信
心

発
　
証
知

生
死
即
涅

槃
」

（
正

信
念
仏
偈）

初
期
真
宗
教
団
の

原
風
景

安

　
藤

章
　
仁

　
『
三

河

念
仏
相
承
冖

記
』

（
以

下
『

相
承
凵

記
』

と

略

称）

は
、

真
宗
美

術
の

宝

庫
と

い

わ
れ
る

三
河
地

方
に

お

い

て

専
修
念
仏
の

教
え

が

初
め

て

伝
え

ら

れ

た
状
況
と、

そ

の

後
の

展
開
を

記
し
た

史

料
で
、

獎
書
に

貞
治

三

年
（
一
、

二

六

四）

の

年
紀
が

記
さ

れ

る
。

親
鸞
没
後

約
自
年
の

記
録
で

あ
る

が
、

初
期
真
宗
教
団
の

成
立
過

程
を

伝
え

る

現
存
唯
一

の

古
記
録
と

し

て

史
料
的
価
値
は

高
い

。

小

論
で

は

『

相
承
凵
記
』

の

記
述
か

ら

初
期

真
宗
教
団
の

原
風
景、

す
な

わ
ち

そ

の

特
徴
を
読
み

解
い

て

み

た

い
。

　
ま

ず、

初
期
真

宗
門
侶
の

成
立

過

程
に

つ

い

て

『

相
承
日

記
』

は、

「

念

仏
」

「

法

名
」

「

出
家
」

の

三

段
階
が
あ
っ

た
こ

と

を

伝
え

て

い

る
。

詳
細
に

関
す
る

記

述
は

な
い

が
、

「

念
仏
」

は

入
信
の

段

階
で

俗
名
を
用

い
、

「

法
名
」

の

下
付
は

正

式
な

信
徒

、

「

出
家
」

は

坊
賦

73

が

下
付
さ

れ

た

道
場
坊
主
と

考
え

ら

れ
る

。

そ

し

て

各
段
階
が

顕
智
聖

2
二

二

六

−
一

三
一

〇）

に

よ
る

相
伝
で

あ

る

こ

と

を

主
張
す
る
と

こ

ろ

に

本
書
の

特
微

が

あ
る

。

　
次
に

初
期
真

宗
教
団
の

構
成
に

つ

い

て

「

念
仏
二

入
ル

人
数
名
帳
」

の

記
載

内
容
か

ら

考
え
た

い
。

名
帳
に

は

三

十
二

名
の

人
名
が

記
さ

れ

る

が、

そ

の

内
訳
は

下
級
荘

官
や

有
力
名
主

層
で

あ

る

「

監

帳
」

「

庄
司
」

「

田

俟
」

「

渡
」

「

検
校
」

、

坊
号
を

持
つ

出
家

者、

俗

名
の
一

般
耕

作
農

民
、

遊
君
（
女

性
芸
能
者）

で

あ
る

「

御
前
」 、

名
帳

外
に

記
載
さ
れ

る

土
豪

的
領
主
の

「

権
守
」

と

多
様
な

社
会
的
階
層
に

よ
っ

て

構

成
さ

れ
て

い

る
。

注
目
さ

れ

る
の

は、

名
前
の

下
に

「

二

人
」

と

書
か

れ
る

ト
ニ

組
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の

夫
婦
が
見
受
け
ら
れ

る

こ

と

で

あ
る

。

全
体
の

三

割
強
に

あ
た

り、

坊

号
を
持
つ

出
家
者
に

い

た
っ

て

は
五

人

中
三

人

が

妻
帯
者
で

あ

る
。

ま

た、

名
帳
と

は

別
の

個
所
に

は

親
子
で

帰

敬
し

て

い

る

事

例
も

記
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

に

初
期
真

宗
教
団
に

お

け
る

念
仏
の

広
が
り
の

特
徴
を
見
る

こ

と

が

で

き

る
。

こ

の

よ

う
な

構
成
は

三

河
地
方
に

限
ら
れ

る

ロ

ー
カ

ル

な

現
象
で

は

な
く、

例
証
と

し

て

真
宗
門
徒
の

男
女
が
セ

ッ

ト

で

描
か

れ

る

絵
系
図
が

あ
る

。

真

宗
佛
光
寺
派
本
山
に

伝
来
す
る

絵
系
図
に

は
、

序

題
を

存
覚
が

書
い

て

い

る

か

ら
、

十
四
世

紀
の

真
宗
教
団
の
一

形
態
と

見

る
こ

と

が

で

き
る

。

遊

君
へ

の

教
化
に

つ

い

て

も
、

法
然
聖
人
の

絵
伝
に

描
か

れ

る
と

こ

ろ
で
、

法
然
聖

人

在
世
時
か

ら

の

浄
土
宗

教
団
の

様
相
を

伝
え
て

い

る

と

言
え
る

。

　

最
後
に

ど

の

よ

う

に

念
仏
が

弘
め

ら
れ
た
の

か
、

念
仏
興
行
の

具
体
的

内
実
に

つ

い

て

考
え
て

み

た
い

。

こ

こ

に

い

う

念
仏
興
行
と
は、

現
在
の

真

宗
寺
院
が

行
う

布
教

伝
道
で

は

な

く、

法

然
、

親
鸞
に

先
行
す
る

念
仏

の

形
態
を

想
定
す
る

必

要
が

あ
る

。

そ

れ

を

解
明
す
る

キ

ー

ワ

ー

ド
が

『

相
承
日
記
』

の

「

聖
」

「

念
仏
ヲ

勧

進
」

「

名
帳
」

コ

咼

田
ヘ

マ

イ
ル
」

の

語
句
で

あ

る
。

「

聖
」

「

念
仏
ヲ

勧
進
」

「

高
田
ヘ

マ

イ
ル
」

に

つ

い

て

は
、

勧
進
聖

の

主
体
が

鎌
倉
時

代
に

弥
陀
信
仰
と

聖

徳
太
子
信
仰
を

弘
め

た

善
光
寺
聖
で

あ
っ

た

こ

と
を
示
し
て

い

る
。

三

河
地
方
に

中
世
の

聖

徳

太
子

信
仰
を

伝
え
る

建
築、

彫
刻

、

絵
画、

書
跡
が

多
数
伝
わ
る

の

は、

そ

の

証
左
と

い

え
る

。

「

名
帳
」

に

つ

い

て

は
、

日

課
念
仏
を

記
さ

な
い

だ

け
で

聖
徳
太
子
信
仰
と

関
係
の

深
い

融
通
念
仏
の

名
帳
に

類
似
し
て

い

る
。

そ
の

こ

と

か

ら

当
初
行
わ
れ

た

念
仏
は、

名
帳
記
載
と

と

も

に

融
通

念
仏、

踊
り

念
仏、

坂
東
節
と

い

っ

た

集
団
的
な
念
仏
詠
唱
で

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

そ

の

こ

と

は
、

顕
智
の

兄
弟
弟
子
で

あ
る

真
正
が

「

大
念

仏

衆
」

で

あ
っ

た

こ

と

や、

『

相

承
日

記
』

の

名
帳
に

白
拍
子
の

遊

君
三

名
が

記
載
さ

れ
て

い

る

こ

と

な
ど

か

ら
も

事
実
と

し
て

認
め
ら
れ
る

。

ま

た、

奥
三

河
に

多
様
な

踊

り
念
仏
が

伝
わ

っ

て

い

る

こ

と

も

傍
証
と

な

る
。

で

は、

三

河
の

真
宗
草
創
期
に

行
わ

れ
た

集
団
的
な

念
仏
詠
唱
と

は、

ど
ん

な

も

の

で

あ
っ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

地
域
は

異
な

る
が
、

毎
年

八
月
四
日

の

顕
智
忌
に

如
来
寺
と

太
子
寺
（

と

も

に

三

重
県
鈴
鹿
市
三

日

市）

を

中
心
に

行
わ
れ

る

「

オ
ン

ナ
イ

念
仏
会
」

（
三

重
県
無

形
民
俗
文

化
財）

が
、

原

初
性
を
伝
え
る
モ

デ
ル

ケ

ー

ス

と

し

て

参
考
に

な
る

。

舞

踊
が

な
い

だ
け
で

、

集
団
で

お

ん
な
い

念
仏
和
讃
を

詠
唱
し、

行
道
す
る

と

い

う
大

念
仏
の

形
態
を

と

る
民
俗

的
鎮
送
儀
で

あ
る

。

三

河
地
方
で

は

真
宗
教

義
に

基
づ

く

信
仰
や

美
術
が

確
立

す
る

中
で、

原
始
的
大

念
仏
は

淘
汰
さ

れ、

伝
承
は

途
絶
え

た

も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

存
覚
に

お

け
る

聖
道
門
理

解
の
一

考
察

赤

井

智
　
顕

　
存

覚
の

聖
道
門
に

対
す
る

理

解、

す

な

わ

ち

聖

浄
帰
一

論
や

法
華
念
仏

同
体
論
と
い

っ

た

主
張
は、

宋

世
聖

道
門
に

よ

る

得
道
を

容
認
す
る
も
の

で

あ
り、

親
鸞
に

は

見
ら

れ

な
い

特
徴
的
な
も
の

で

あ
る

。

し
か

し
、

存

覚
が

こ

の

様
な

仏
教
理
解
を

語
る

背
景
に

は

当
然、

存
覚
自
身
の

「

聖
道

門
」

そ
の

も
の

に

対
す
る
捉
え
方
が
多

分
に

影
響
し

て

い

た
も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

　
存
覚
の

著
述
を
窺
え

ば
、

二

通
り
の

聖
道
門
理
解
が

存
し

て

い

た

こ

と

（1437｝345

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


